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■
生
成
Ａ
Ｉ
と
学
習
効
果

汎
用
的
な
生
成
Ａ
Ｉ
は
無

料
か
つ
直
感
的
に
利
用
で
き

る
た
め
、
学
校
外
で
急
速
に

普
及
し
て
い
る
。
教
育
機
関

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
ま

ま
学
習
者
が
利
用
で
き
る
状

況
で
あ
り
、
機
会
と
リ
ス
ク

が
同
時
に
拡
大
し
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
学
生
の
課
題

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か

し
、
「
自
分
で
考
え
る
」

「
自
分
で
構
成
す
る
」
「
自

分
で
推
論
す
る
」
な
ど
の
メ

タ
認
知
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
Ａ

Ｉ
に
任
せ
す
ぎ
る
よ
う
な
使

い
方
を
し
た
場
合
は
、
短
期

的
な
成
果
は
上
が
る
も
の

の
、
長
期
的
な
学
力
は
下
が

る
と
指
摘
。
Ａ
Ｉ
な
し
で
の

課
題
遂
行
能
力
が
育
た
な

い
、
認
知
プ
ロ
セ
ス
に
関
す

る
怠
惰
や
学
習
へ
の
無
関
心

を
招
く
な
ど
の
可
能
性
が
あ

る
。
汎
用
的
な
生
成
Ａ
Ｉ
ツ

ー
ル
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
学

生
が
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ

に
も
と
も
と
ア
ク
セ
ス
で
き

な
い
学
生
に
比
べ
、
そ
の
成

果
が
逆
転
す
る
こ
と
も
あ
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

■
生
成
Ａ
Ｉ
と
学
習
改
善

一
方
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
教

育
的
・
意
図
的
に
活
用
し
た

場
合
、
学
習
成
果
の
向
上
が

期
待
で
き
る
。
個
別
最
適
な

学
習
や
自
己
調
整
学
習
の
支

援
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た

チ
ュ
ー
タ
ー
と
の
対
話
型
学

習
な
ど
、
学
習
科
学
に
基
づ

い
た
協
働
学
習
の
設
計
に
組

み
込
む
こ
と
で
、
学
生
の
知

識
深
化
や
議
論
力
の
強
化
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ａ
Ｉ
を
学
習
支
援
と
し
て
使

う
場
合
は「
自
己
調
整
学
習
」

「
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
可
視
化
」

「
説
明
を
求
め
る
プ
ロ
ン
プ

ト
」
な
ど
、
学
習
者
の
思
考

を
促
す
設
計
が
不
可
欠
だ
。

■
生
成
Ａ
Ｉ
と
教
員
業
務

生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
は
教
員

の
指
導
能
力
を
補
完
し
、
教

員
と
Ａ
Ｉ
の
協
働
に
よ
っ
て

単
独
で
は
達
成
で
き
な
い
教

育
効
果
を
生
み
出
す
と
し
て

い
る
。
授
業
準
備
や
授
業
設

計
、
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
補
助
な
ど
に
生
成
Ａ
Ｉ

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
教
育

の
質
と
効
率
が
向
上
す
る
。

研
究
者
の
多
く
が
論
文
作

成
や
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
各
段

階
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て

い
る
よ
う
に
、
学
校
現
場
で

も
評
価
項
目
の
設
計
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
整
合
性
の
レ
ビ
ュ

ー
、
教
育
リ
ソ
ー
ス
の
分
類

・
タ
グ
付
け
な
ど
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
学
校
管
理
の
効

率
化
が
期
待
で
き
る
。
さ
ら

に
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
り
教
育

デ
ー
タ
の
利
活
用
が
進
む
こ

と
で
、
学
校
運
営
全
体
の
最

適
化
に
も
寄
与
す
る
。

■
今
後
に
向
け
て

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
教
育
的
理

由
に
基
づ
き
選
択
的
か
つ
意

図
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

学
習
を
豊
か
に
す
る
。
教
育

用
生
成
Ａ
Ｉ
や
汎
用
的
な
生

成
Ａ
Ｉ
を
通
じ
て
、
教
科
横

断
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
の
育

成
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、「
生
成
Ａ
Ｉ

を
適
切
に
使
い
こ
な
せ
る
教

員
の
育
成
」「
学
習
デ
ー
タ
の

扱
い
、
ア
ク
セ
ス
格
差
、
品

質
保
証
な
ど
の
制
度
的
枠
組

み
の
再
構
築
」
が
不
可
欠
。

ま
た
、
認
知
的
努
力
の
過
度

な
置
き
換
え
や
、
人
間
関
係

を
弱
め
る
よ
う
な
利
用
を
避

け
る
配
慮
も
求
め
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
技
術
と
は

ロ
ボ
ッ
ト
が
手
術
を
行
う
の

で
は
な
く
、
術
者
が
ロ
ボ
ッ

ト
を
操
作
す
る
手
術
で
あ

る
。
通
信
環
境
が
整
っ
て
い

れ
ば
理
論
的
に
は
遠
隔
地
の

手
術
も
可
能
だ
が
タ
イ
ム
ラ

グ
な
ど
も
あ
り
、
実
際
に
は

同
一
建
物
内
で
行
っ
て
い

る
。

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
良
い
点

は
３
Ｄ
画
像
に
よ
り
し
っ
か

り
患
部
を
確
認
で
き
る
点
、

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
は
４
本
利

用
で
き
、
人
の
手
で
は
不
可

能
な
動
き
も

で
き
る
た
め

思
い
通
り
の

手
術
が
で
き
、
手
振
れ
が
生

じ
な
い
点
で
あ
る
。

患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
も
上
が

る
。
入
院
期
間
も
短
く
回
復

が
早
い
。
世
界
初
の
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
手
術
は
前
立
腺
肥

大
症
の
治
療
で
あ
っ
た
。
現

在
、
前
立
腺
が
ん
手
術
は
世

界
で
最
も
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
が

多
い
領
域
だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
手

術
の
場
合
は
視
野
が
広
が

り
、
神
経
や
組
織
を
温
存
で

き
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

前
立
腺
は
骨
盤
の
奥
深
く
に

あ
り
、
周
囲
に
は
神
経
が
密

集
し
て
い
る
。
腹
腔
鏡
手
術

で
は
可
動
域
が
限
ら
れ
、
神

経
を
損
傷
す
る
危
険
も
あ
る

た
め
だ
。

問
題
点
も
あ
る
。
長
時
間

同
じ
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
な

ど
術
者
の
負
担
が
軽
く
な
る

技
術
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。

機
材
コ
ス
ト
や
維
持
コ
ス

ト
、
術
者
に
求
め
ら
れ
る
技

術
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
保
険
点
数
上
、
ほ
と
ん

ど
の
手
術
で
開
腹
手
術
と
同

じ
保
険
請
求
額
と
な
る
点
も

課
題
だ
。
し
か
も
、
全
摘
手

術
よ
り
も
請
求
額
が
低
く
な

る
と
い
う
こ
と
も
起
こ
る
。

年
間
１
０
０
件
以
下
の
手
術

件
数
で
は
コ
ス
ト
的
に
難
し

い
。ま

た
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

手
術
が
増
え
る
に
従
い
、
若

手
医
師
の
開
腹
手
術
の
経
験

値
が
低
く
な
る
た
め
ロ
ボ
ッ

ト
が
故
障
し
た
際
の
対
応
が

難
し
く
な
る
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
。
安
全
性
に
つ
い
て

も
課
題
が
あ
り
、
学
会
と
し

て
技
術
認
定
制
度
の
導
入
を

提
唱
、
公
表
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

東
京
女
子
医
科
大
学
病
院

で
は
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト

と
し
て
ダ
ビ

ン
チ
（da

Vinci

）
３
台

と
ヒ
ノ
ト
リ
（hinotori

）

１
台
を
所
有
。
腎
臓
の
部
分

切
除
や
前
立
腺
が
ん
手
術
な

ど
で
年
間
７
０
０
〜
８
０
０

件
行
っ
て
い
る
。
最
新
の
ダ

ビ
ン
チ
５
も
導
入
を
検
討
中

だ
。

手
術
終
了
後
は
Ａ
Ｉ
に
よ

り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
ぐ

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で
き

る
。
手
術
教
育
に
も
有
効
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

全
自
動
手
術
に
つ
い
て
も

前
立
腺
肥
大
症
に
関
し
て
は

限
り
な
く
近
い
方
法
が
始
ま

っ
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
ど
こ

ま
で
切
除
す
べ
き
か
を
術
者

が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、
ボ
タ

ン
を
押
す
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
切

除
。
そ
の
後
、
術
者
が
後
処

理
を
行
う
。
全
自
動
と
は
い

え
人
の
手
が
不
要
に
な
る
わ

け
で
は
な
い
。

技
術
の
進
展
を
鑑
み
な
が

ら
今
後
も
洗
練
さ
れ
た
医
療

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
１
月
１９
日
、
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
教
育

展
望
２
０
２
６
（OECD

DigitalEducationOutlo
ok2026

）
―
教
育
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
効
果
的
な
活

用
法
の
探
究
」
を
公
表
し
た
。
本
レ
ポ
ー
ト
は
、
生
成
Ａ

Ｉ
（GenAI

）
に
関
す
る
最
新
の
教
育
研
究
を
も
と

に
、
教
育
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
分
析
・
考
察
し
た
も

の
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
従
来
の
教
育
技
術
と
は
異
な
り
、
教
育

を
再
構
築
す
る
新
た
な
機
会
を
も
た
ら
す
一
方
、
明
確
な

教
育
目
的
や
指
導
原
則
が
な
け
れ
ば
効
果
が
限
定
的
に
な

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

全
国
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
首
長
協
議
会
で
は
定
期
的
に
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
対
応
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
」
を
開
催

し
て
い
る
。
１
月
２０
日
の
第
４
回
研
修
会
で
は
ス
ペ
シ

ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
医
療
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ビ
ン
チ
」の

第
一
人
者
で
あ
る
東
京
女
子
医
科
大
学
病
院
副
院
長
・

泌
尿
器
科
教
授
・
基
幹
分
野
長
・
医
学
博
士
の
高
木
敏

男
氏
が
登
壇
。「
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
現
状
と
未

来
の
医
療
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

「
教
育
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
自
分

ら
し
い
学
び
の
実
現
〜
次
期

学
習
指
導
要
領
の
方
向
性
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
教
育

Ｄ
Ｘ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
３

月
６
・
７
日
に
開
催
さ
れ

る
。
開
催
場
所
は
国
立
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
国
際
交
流
棟
（
東

京
都
渋
谷
区
）
。
主
催
は
一

般
社
団
法
人

日
本
教
育
情

報
化
振
興
会
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｔ

＆
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
。
当
日
は
次
期

学
習
指
導
要
領
と
デ
ジ
タ
ル

学
習
基
盤
を
前
提
と
し
た
一

人
ひ
と
り
の
興
味
関
心
に
応

じ
た
学
び
に
つ
い
て
、
有
識

者
や
文
部
科
学
省
の
講
演
や

実
践
者
の
討
議
を
展
開
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
夢
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
受
賞
者
に
よ
る
多
様
な
実

践
発
表
は
両
日
と
も
に
実

施
。
生
成
Ａ
Ｉ
や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
教
育
、デ
ー
タ
活
用
な
ど
、

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
か
ら
教

育
委
員
会
が
報
告
す
る
。

企
業
・
団
体
に
よ
り
最
新

の
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
展
示
も
行
わ
れ
る
。

講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
の
主
な

内
容
は
次
。
▼
基
調
講
演

「
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
最

新
動
向
と
教
育
Ｄ
Ⅹ
」
武
藤

久
慶
・
文
部
科
学
省
初
等
中

等
教
育
局
教
育
課
程
課
課
長

▼
特
別
講
演
「
今
後
に
求

め
ら
れ
る
学
び
の
質
、
授
業

の
質
」
奈
須
正
裕
・
上
智
大

学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学

科
教
授

▽
パ
ネ
ル
討
議

「
校
務
Ａ
Ｉ
活
用
に
お
け
る

実
践
」
木
田
博
・
鹿
児
島
市

教
育
委
員
会
教
育
Ｄ
Ｘ
担
当

部
長
／
中
村
め
ぐ
み
・
つ
く

ば
市
立
み
ど
り
の
学
園
義
務

教
育
学
校
教
頭
／
吉
田
塁
・

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
准
教
授
ほ
か

▽
詳

細
・
参
加
申
込
＝https:/

/www.japet.or.jp/

国
立
教
育
政
策
研
究
所

は
１
月
、
教
育
改
善
の
た

め
に
デ
ー
タ
を
横
断
的
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
教
育
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｅ
ｂ

内
に
「
デ
ー
タ
で
見
る
日
本

の
教
育
」
を
公
開
し
た
。
従

来
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
報
告
書
で
は
把

握
し
づ
ら
か
っ
た
教
育
に
関

す
る
主
要
な
デ
ー
タ
を
誰
で

も
簡
単
に
比
較
・
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
可
視
化
し
た
。
可

視
化
ツ
ー
ル
は
デ
ジ
タ
ル
庁

が
開
発
し
た
も
の
。

コ
ン
テ
ン
ツ
は
順
次
掲

載
。
現
在
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
児
童
生
徒
質

問
調
査
及
び
学
校
質
問
調
査

結
果
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
質
問

内
容
の
経
年
変
化
な
ど
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
よ

う
な
質
問
内
容
の
デ
ー
タ
が

あ
る
の
か
も
整
理
。
２
０
０

７
年
以
降
の
経
年
変
化
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ

が
存
在
し
て
い
る
場
合
は
質

問
そ
れ
ぞ
れ
を
選
択
す
る
こ

と
で
変
化
を
小
中
学
校
別
に

み
る
こ
と
が
で
き
る
（htt

ps://www.nier.go.jp/
edsc/edp/data/index.
html

）
。

次期学習指導要領が検討の真っ最中だ。小中学校や
高等学校の教科の内容が大きく変わろうとしてい
る。生成ＡＩが急速に広がり、教室環境を始めとす
る学びの環境が日々、変わっている。教育のみなら
ず社会の大きな転換期において何が大切なのか、日
々問い直しながら判断していくしかない

教
育
現
場
の
実
践
を
広
め

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
第
４１
回
東
書
教
育
賞
贈

呈
式
（
共
催
＝
東
京
書
籍
、

公
財
・
中
央
教
育
研
究
所
）

の
入
賞
者
が
決
定
し
、
２
月

７
日
、
都
内
の
東
京
書
籍
本

社
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

日
本
人
学
校
含
む
海
外
や
日

本
全
国
の
小
中
学
校
、
教
育

委
員
会
か
ら
１
５
４
編
の
応

募
が
あ
っ
た
。
渡
辺
能
理
夫

・
東
京
書
籍
代
表
取
締
役
社

長
は
主
催
者
を
代
表
し
て

「
時
代
と
と
も
に
提
起
さ
れ

る
新
た
な
課
題
に
取
り
組
ん

だ
実
践
を
応
募
し
て
も
ら
え

る
こ
と
に
本
賞
継
続
の
意
義

を
感
じ
て
い
る
。
多
く
の
先

生
に
論
文
集
が
読
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
次
期

学
習
指
導
要
領
で
は
情
報
活

用
能
力
の
抜
本
的
な
向
上
が

目
指
さ
れ
て
い
る
。
教
科
書

発
行
会
社
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

中
学
校
部
門
の
最
優
秀
賞

は
「
地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ

探
究
学
習
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
デ
ザ

イ
ン
の
構
築
と
実
践
研
究
」

の
山
本
寛
之
・
草
津
市
教
育

委
員
会
主
査
。
草
津
市
立
松

原
中
学
校
に
お
け
る
３
年
間

の
実
践
「
松
原
Ｇ
―
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｔ
学
習
」
に
お
い
て
、
外
国

語
の
単
元
「Animalson

theRedList

」
や
地
域
資

源
で
あ
る
琵
琶
湖
を
題
材
と

し
た
課
題
を
設
定
。
そ
の
解

決
策
を
提
案
・
行
動
・
発
信

す
る
横
断
的
な
取
組
だ
。

優
秀
賞
は
次
。
【
小
学
校

部
門
】
「
持
続
可
能
な
特
別

支
援
教
育
〜
子
供
を
信
じ
て

見
守
る
支
援
」
簑
部
さ
や
か

・
市
川
市
立
平
田
小
学
校
教

諭

【
中
学
校
部
門
】
「
目

的
意
識
を
起
点
に
、
『
生
か

す
』
視
点
か
ら
活
動
を
創
り

出
す
生
徒
」
佐
伯
康
輔
・
本

巣
市
立
真
正
中
学
校
教
諭
／

「
全
員
が
主
役
！
Ａ
Ｉ
×
共

同
で
実
現
す
る
探
究
学
習
」

高
野
健
人
・
飯
綱
町
立
飯
綱

中
学
校
教
諭
／
「
不
登
校
課

題
に
対
す
る
『
学
び
の
多
様

化
学
校
』
と
し
て
の
役
割
」

盛
岡
栄
市
・
大
阪
市
立
心
和

中
学
校
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
で
優
秀
賞
を

獲
得
し
た
「
全
員
が
主
役
！

Ａ
Ｉ
×
協
働
で
実
現
す
る
探

究
学
習
」
で
は
、
探
究
学
習

の
課
題
設
定
や
考
え
を
深
め

る
伴
走
の
役
割
を
担
う
探
究

学
習
に
特
化
し
た
チ
ャ
ッ
ト

ｂ
ｏ
ｔ
を
開
発
。
教
員
の
役

割
の
変
化
に
つ
い
て
も
言
及

さ
れ
て
い
る
。

第
４２
回
の
募
集
も
開
始
。

募
集
要
項
は
中
央
教
育
研
究

所
内
「
東
書
教
育
賞
」
審
査

事
務
局
（
電
話
０３
・
５
３
９

０
・
７
４
８
８
）
ま
で
。
過

去
の
論
文
は
中
央
教
育
研
究

所
の
Ｗ
ｅ
ｂ
で
読
む
こ
と
が

で
き
る
。

２-３面 教育ＤＸを推進

４ 面 学校業務改善

５ 面 学校安全・防災

６ 面 環境教育・ＳＤＧｓ

７ 面 教育旅行

８ 面 教育ニュースほか

変
化
が
激
し
く
予
測
が
難

し
い
社
会
で
は
、
一
つ
の
正

解
を
求
め
る
よ
り
も
、
自
分

な
り
に
最
適
解
を
導
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
石
川
県
立

金
沢
錦
丘
中
学
校
（
宮
坂
巌

校
長
）
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
学

習
基
盤
を
活
か
し
た
主
体
的

・
対
話
的
な
学
び
か
ら
、
生

徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
自
然
に
用

い
、
最
適
解
を
導
く
学
び
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

特
に
、理
科
の
学
習
で
は
、

分
野
を
貫
く
課
題
を
設
定
し

て
、主
体
的
・
対
話
的
な
学
び

を
進
め
て
い
る
。
分
野
を
貫

く
課
題
は
、
複
数
の
単
元
に

お
い
て
共
通
項
を
整
理
し
、

学
習
意
欲
を
持
続
化
さ
せ
、

深
い
学
び
に
つ
な
げ
る
ね
ら

い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
３
年

理
科「
宇
宙
の
天
体
」（
実
践

者
：
中
川
絢
太
教
諭
）で
は
、

「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
解
説

者
に
な
ろ
う
」
と
い
っ
た
分

野
を
貫
く
課
題
を
設
定
し

て
、
生
徒
が
課
題
を
自
分
ご

と
に
し
て
学
び
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
惑
星
や

衛
星
等
の
こ
と
が
き
ち
ん
と

説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
必

要
が
あ
り
、
各
自
が
理
解
す

る
だ
け
で
な
く
、
他
者
と
協

力
し
て
説
明
で
き
る
よ
う
に

学
び
合
う
。
１
年
理
科
「
音

の
性
質
」
（
実
践
者
：
東
拓

郎
教
諭
）
で
は
、
「
宇
宙
か

ら
見
て
、
光
や
音
は
ど
う
伝

わ
る
か
」
と
い
っ
た
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
実
験
を
自
ら
計
画
し
て

実
施
し
、
協
働
的
な
学
び
の

中
で
複
数
の
実
験
結
果
を
統

合
的
に
考
察
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
主
体
的
・
対
話

的
な
学
び
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド

上
で
の
見
通
し
や
振
り
返
り

の
共
有
と
可
視
化
が
行
わ
れ

て
い
る
。
生
徒
や
教
師
が
学

習
状
況
を
共
有
し
て
可
視
化

す
る
こ
と
で
、
学
び
を
単
に

委
ね
る
だ
け
で
な
く
、
教
師

の
見
取
り
や
介
入
が
有
効
に

な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う

に
、
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
の

有
効
活
用
で
は
、
最
適
解
を

導
く
学
び
か
ら
深
い
学
び
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
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学
テ「
質
問
調
査
」「
学
校
調
査
」

デ
ー
タ
を
可
視
化

学
テ「
質
問
調
査
」「
学
校
調
査
」

デ
ー
タ
を
可
視
化

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
教
育
設
計
を
報
告

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

国
立
教
育
政
策
研
究
所

「
自
分
で
」考
え
る
・
構
成
す
る
・
推
論
す
る
過
程
は
必
須

「
自
分
で
」考
え
る
・
構
成
す
る
・
推
論
す
る
過
程
は
必
須

ＧＩＧＡ第２期の個別最適な学び

生成ＡＩ 校務ＤＸ 情報活用能力育成など生成ＡＩ 校務ＤＸ 情報活用能力育成など
次期学習指導要領に向けた学びを共有

教育ＤＸ推進フォーラム ３月６・７日

生
成
Ａ
Ｉ
依
存
に「
陥
ら
な
い
」

生
成
Ａ
Ｉ
依
存
に「
陥
ら
な
い
」

教
育
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
「
デ
ー
タ
で
見

る
日
本
の
教
育
」
よ
り

３年理科「宇宙の天体」の対話の様子

１年理科「音の性質」の実験の様子

（１） ２０２６年（令和８年）２月１６日（月曜日）

「
ダ
ビ
ン
チ
」第
一
人
者
が
登
壇

最優秀賞は３年間の探究活動
「松原G-GRIT学習」が受賞
最優秀賞は３年間の探究活動
「松原G-GRIT学習」が受賞

第４１回 東書教育賞

視
野
が
広
が
り
思
い
通
り
の
手
術
が
可
能
に

視
野
が
広
が
り
思
い
通
り
の
手
術
が
可
能
に

東
京
女
子
医
科
大
学
病
院
副
院
長

・
泌
尿
器
科
教
授

高
木
敏
男
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